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第3表．一ラ踏圧軸飛土量

　　　　　一　

理『罰讐響響響郷騨際『
　　　　　　　　　　　　　　’31　講

　　　　・一　　　　　 難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　 　　－ 　＿　　 　『 　　一　　　　一難

103．5　　91．0　　77．5　　64．7　　60．0　　41．2　　26．1　　17．2 7．0　　　3．1　　491．3　　　100

3ブ．5　　　30．5　　　21．4　　　16．0　　　10．0　　　　5．2　　　　3．2　　　　2．2　　　　1．0　　　　1．0　　127．8

　（3）ローラー踏圧

　　耐蝕性の土塊を利用して地面に案出をつくるの『と蓮

　に，地面をできるだけ亭にして，地表亭均高を低下し摩

擦速度を減少レて風蝕を防止する方法である．麦の生育

初期においては麦畑全面に・一ラー踏庄（ローラーの重

　さは20kg位）を行い，麦の幼穂形成期以後け麦の畦間

だけ踏圧する．これによって表土水分を高めるとともに

土壌の緊密度を増加し，風の摩擦速度を低下し，いちぢ

　るしく飛土防止効果を発揮した．

　　すなわち第3表に示したよろにローラー踏圧畑は標準

畑の飛土量を100とした場合26％に減少している．

　（4）畑地灌潮

　　土壌の飛土限界風速は含水量り差異によって著しく影

，響される．粒径の異る石英砂の含水量と飛土限界風速を

風洞で調査した結果を第2図に示す．これによると含水

量が或る限界に達すると急激に耐蝕性の増加する傾向が

みられる．従って畑地灘渡が風蝕に有効であることが推

定できる．しかし灌水方法，灌水量，灌水による麦の増

牧率等についてほ殆んどわかっていないので今後この方

面の研究が必要と思5．

第4表畔巾と波高

（5）麦の畦巾

畔 巾

「

45．5cm（1．5尺）

54．5

60．6

63．6

90．9

121．2

（1．8〃）

（2．0〃）

（2．1〃）

（3．0〃）

（4．0〃）

波高耶均値 畔巾／波高

2．8～3．3cm

3．3～，4．4

3．3～4．8

3．5～5．0

3．8～6．8

　　　　　　’、
4．0～8．2

13．8～16．2

12．4～16．5

12．6～18．3

12．7＾プ18．2

13．7’》23．9

14．8’）30．3
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　麦の畦巾が挾くなるに従い砂漣の形成が減少すること

は第4表の如くである．後作物との関係で畦巾が3尺と

か4尺の場合，風蝕は激化するので風にさらされる表土

を被覆するため飼料作物などを栽培する方法をとるのが

よい．

　（6）耐蝕性土塊形成の促進

　一定風速のもとで耐蝕性土塊の高さと土塊聞の距離の

比が一定となると風蝕は中止する．従うて」定量の耐蝕

性土塊が存在すれば耕地の風蝕は防止出来ることにな

る．

　耐蝕性土塊形成ゐ促進法について現在のところはっき

、りした見通しはついていないが，われわれの到達しえた

見解を述べれば，カオリソの混合は土塊形成に有効であ

り，ベソトナィトけ地表皮形成を促進する傾向がみられ

る．これらについては試験を継続中である．

　（7）その他

　風蝕の激化する時期迄に麦を充分生育させ，麦自体で

防風垣の律目を果させるのも風蝕防止に効果がある・風

’上に激しい受蝕地があると，Saltationによる飛土のとび

こみで，安定していた耕地が飛土を誘起され畳蝕地と変

り，風下耕地一帯が受蝕地となる．従って受蝕耕地をつ

くらないよ弓，共同で対策を行ろ必要がある．

　5経語

　以上耕地の風蝕概況について述べたが，この方面の研

究ほ緒についたばかりで不明の点が多い．今後多くの入

へがこの方画に関心をもたれ・有効な対策が一日も早く

樹立されんことを望むものである．

　　　　　　　　　（関東東山農業試験場農業経営部）
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　新聞天気図の解読書は各利用方面から要望されていた

が，今度この本が出たので大変便利になった．第1部の

書き方と，第2部の見方とにわかれている．第1部では

先ず天気図を描くに必要な予備知識として，気象力学や

解析的なことが詳細に読明されている．これらの知識を

一応マスターしてそれから天気図を描くようになってい・

る．第2部では実際の新聞天気図を多数掲載して，現象

的な見方や，將来への予想を例示している．従って実用

上充分役立つものでありまた話の進め方にも面白く読ま

1955年2月

せる苦心が梯われている．欲をいえば第ユ部は2つにわ

げて天気図の書き方と機構の解読を完全に分離した方が

すっぎりするのでは無いかと思5．そして天気図の記入

例は．もろ少しふやして実際に書く時に一般の人が迷いそ

うな場合をよく教えるこ・とが望ましい．通報式記号の方

は気象業務の理解のために挿入したも¢）であろうが，こ

こではその利用法が読いてないし，混乱をさけるために

一応不要ではなかろ5か．第3部は第2部の応用例とし

て実際の見方をも少していねいに読明し，室模檬を眺め

たときに感ずるよ5な実感として天気図を見させるよう
　の一
な
注 意が必要と思う．この種の本の需要は相当多いから，

著者等がさらに完壁を期せられることを望むものであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　（大井正一）
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